
企業 障がい者就労支援事業所 企業 個人

不要な資源 選別・加工 購入・活用

当分科会では「①企業の不要な資源の情報共有」や受入後の「②資源の選別・加工方
法の模索、検討、勉強会」「③制作物（パラアートやベンチ）の販売等を行うイベント
の企画」等を実施する予定です。

イメージ図

活動内容

加入後

当面は上記①②を月１回（２０分程度）オンラインでミーティングをしたいと考えて
います。③については選別・加工が進み、制作物が増えましたら企画します。

問い合わせ先

JWSげんきワーク二本松駅前店 サービス管理責任者 石山吉康
TEL：0243-24-7455
MALL：genkiwork@am.wakwak.com

tel:0243-24-7455


別紙参考画像
◆Sample 1 業者卸用の建材サンプル資材
（企業から建材サンプル資材を受入。過去年度のサンプルのため営業に使用できず、倉庫保管してあった
もの。）

＞活用例 『視覚障がい者がつくった、目の見えにくい人が見えるパラアート』
（視覚障がいには様々な見え方があり、色がモノクロの濃淡でしか判別できない人は『絵を味わう』
関心が少なくなくなってしまいます。そのような人にも絵や芸術を楽しんでもらうためにパラアート
を制作しています。また健常者でも違った視点・観点でアートを感じることができると思います。）

作品『赤べこ（白）』 作品『赤べこ(黒)』

＞仕分（状態確認） ＞洗浄（素材化） ＞選別（素材・サイズ・色）



◆Sample 2 木製パレット
（経年劣化や破損等で、使用に耐えられなくなってきたもの）

（額縁はパラアートとセットや、単品で販売。）

＞解体（木の板まで解体し、強度に問題ないものを選別し素材化）

＞活用例 『額縁、ベンチ、テーブル等木工製品』
（状態がきれいな物は額縁として利用しています。ベンチやテーブルは資材提供いただいた企業に購
入していただき、現場や従業員の臨時の休憩場に活用することもできます。）

（ベンチはSDGsイベントや作業員詰所などに活用）


